
敬愛 
 

「前進」するために 
校 長  持田 晃 

 ５月１１日までであった緊急事態宣言が延長となり、この先の見通しも不十分ですが、令和３年度

も全学年が揃って１ヵ月が経ちました。生徒の皆さんのそれぞれの新たな目標や取組状況はいかがで

しょうか？多くの生徒が、志を胸に努力を継続していることと思います。もし、「まだ」と思ったり、

「ちょっと気が抜けてしまった」と感じたりした人がいたら、ここでしっかり意識を切り替えましょ

う。ものごとを達成するのには時間がかかります。ということは、日々の積み重ねが大切になるとい

うことです。「千里の道も一歩から」ということわざがあります。たとえ千里ほどもある遠い道のりで

あっても、まずは始めの一歩を踏み出すことが大切だという意味です。まず一歩、次も一歩、そして

また一歩と歩みを続ければ、百歩にも千歩にもなっていきます。まずは、踏み出すことが必要です。 

 昨年度の卒業生が卒業式前に言っていました。「私たちは、かわいそうじゃない。運動会はできなか

ったけど、学年レクができた。合唱祭はできないと思っていたけど、学年別にできた。修学旅行は中

止になったけど、ディズニー・シーに行けた。とても楽しかった。」 

 そうなのです。いろいろなことができなかった一年でした。今年は、形態や方法が通常と違ってい

ても、「できるために」どうしたらよいかを更に考えていきたいと思います。 

令和３年度の学校経営計画を掲載いたします。スペースの関係で全文ではありませんが、学校ホー

ムページへも掲載しています。 

 

令和３年度 府中市立府中第三中学校 学校経営計画 

はじめに（学校経営方針） 

 人権尊重の精神を基調とし、生徒一人一人の潜在的な能力を引き出し伸ばしつつ、持続可能な社会の創

り手となり得る必要な力の育成を目指す。 

学校、保護者、地域社会が協力し合い、社会の変化に対応し、他者と協働しながら、知・徳・体のバラ

ンスのとれた「生きる力」を育成するため、府中市教育委員会及び東京都教育委員会の教育目標・基本方

針に基づき、本校の教育目標の実現を図る。 

 ＜校訓＞      ＜教育目標＞ 

 「自他の敬愛」   （１）自分を大切にし、他人を尊敬し、楽しい学園を作ろう（生活） 

           （２）よく運動し、衛生に注意し、健康な身体を作ろう（健康・安全） 

           （３）よく勉強し、個性を伸ばし、役に立つ人になろう（学習） 

           （４）勤労をよろこび、苦難にうち勝ち、正しく強く生きていこう（進路） 

Ⅰ 目指す学校 

１ 目指す生徒像（教育目標） 

（１）「自分を大切にし、他人を尊敬し、楽しい学園を作ろう（生活）」を受けて 

「励まし合い、支え合う生徒」 ← ＜自己理解・人間関係形成能力＞ 

    感謝と思いやりは、互いの存在を肯定的に受け止め、ともにかけがえのない人間であること
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の自覚から生まれる。 

    他者の良さは、具体的な発言や行動から理解を深めるものであり、自己をさらに高めるもの

である。そういった点で、生徒の良さや活躍を広めることや生徒の言動に感謝の気持ちを教職

員が率先して表すこと、あいさつに加え一言言葉を交わすことで醸成していく。 

（２）「よく運動し、衛生に注意し健康な身体を作ろう（健康・安全）」を受けて 

   「健康・安全に配慮できる生徒」 ← ＜セルフコントロール能力＞ 

    他者と自分の違いに気づき、健康面・安全面に配慮できることは、社会をとおして必要な技

能である。また、違いが分かることは自分自身を知ることにもつながる。自己の特性を理解す

るとともに、さらに高めようとする姿勢を醸成する。 

  （３）「よく勉強し、個性を伸ばし、役に立つ人間になろう（学習）」を受けて 

「主体的に学ぶ生徒」 ← ＜課題設定・将来設計能力＞ 

      「自ら学ぶ」とは、自主的な学びはもとより、主体的な学びを指す。自主的は、なすべきこ

とを人に言われないで率先して行うこと。主体的は、なすべきことを自分の意志や判断で決め

て行うことである。両者の違いは、自己決定の場の有無である。生徒が学習の対象を客観的に

捉え、数ある選択肢の中から、自分なりの根拠に基づいて、決定しながら学ぶことである。  

日々の授業においても、こうした学びの場である思考・判断の場面を設定し、「主体的・対

話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を図る。 

  （４）「勤労をよろこび、苦難にうち勝ち、正しく強く生きていこう（進路）」を受けて 

     「自己実現に努める生徒」 ← ＜社会参画能力＞ 

      生徒の自己実現の過程で大きな役割を果たすのが、夢や理想である。生徒の描く将来像に向

けて教師が温かく受け止め、近づけるように励ましていく。 

      生徒の自己実現を支え続けるのは、「あせらず」「たゆまず」「おこたらず」の精神である。

それを支える教師は、「はげまし」「みとめて」「あきらめない」ことを重視する。 

２ 目指す学校像 

（１）生徒も教職員も互いに尊重する安心・安全な学校 

人権尊重の精神を基盤とし、特別支援教育の視点を生かした教育実践を積み重ねていくこと

で、誰もが安心でき、互いに助け合える人としてのネットワークを強化する。 

（２）生徒も教職員も学ぶ喜びと自信がもてる学校 

     生徒一人一人の自己実現を図るため、各教科で「力の付く授業」を実践し、確かな学力の定着

及び伸長を図る。さらに、教師が常に授業改善の意識をもち、生徒が主体的に学習に取り組み、

よりよい人間関係が築けるよう「学びに向かう力、人間性等」を育成し、生徒の自尊感情・自己

肯定感を高める。 

  （３）生徒も教職員も「チーム三中」としての力を生かし、主体的に課題を解決する学校 

     学校を取り巻く諸課題に対応するため、保護者、地域、関係団体等との協働体制を推進し、

「チーム三中」としての対応力を高める。 

     そのためには、教職員間での「目標への意思統合」と「コミュニケーションの活性化」を図り、

「目標共有」、「役割分担」、「調整・統合」の三つの機能を重視した組織運営力を高める。 

（４）生徒も教職員も地域から信頼される学校 

     創立６０周年という記念すべき年を経て、新たな歴史を刻んでいくためにも学校の教育活動を

積極的に発信し、生徒、保護者、地域、教職員とともに、地域が誇る学校を目指す。 

Ⅱ 令和３年度の取組目標と方策 

１ 教育活動の目標と方策（１年間の学校の教育活動全般についての指針） 

（１）学力・体力向上の取組 

     昨年度は実施できなかった各種学力調査の定量的データによる分析と系統的な指導、教科の特

性に応じた指導、数学・英語における習熟度別少人数指導による個に応じた指導をさらに充実す

る。また、体力テストでの自己記録更新を目指した取組及び分析を実施する。 

  （２）チームとしての学校力の向上 

     特別支援教室拠点校としての特色を生かした共通理解をさらに推進するとともに、ＩＣＴを活

用した授業づくりの実践をとおした授業の活性化を図る。 

  （３）保護者・地域との連携 

     地域に根ざし信頼される学校の実現を目指し、地域、ＰＴＡ等と連携したボランティア活動を

推進し、オリンピック・パラリンピック教育としてのボランティアマインドの醸成を図る。 

２ 学校経営計画の概要   

   （別リンクをご覧ください） 



 

 

 

 

 ５月１２日（水）の朝から、今年度の「水やりボランティア」が始まりました。年度当初の登録者が 

４３名、当日の申込者が６名増えて、４９名でスタートしました。前年度の２３名のスタートから大幅 

に増えました。「水やりボランティア」の申し込みは、これからもできます。地域の人と一緒に“三中 

ロード”を美しくしましょう。 

 

 

 

「美しい言葉に出会いなさい。それが貴女になるのだから」 

                             教諭  髙嶋 明日香  

 私が大学生のころの話です。教師になることを志していた私は、大学で開講されていた講習会に参加

していました。冒頭の言葉は、その講習会でご指導いただいた先生のお言葉です。その先生は、もとも

と国語科として教鞭を執った後に、校長としてご活躍された先生です。言葉にとても鋭敏な先生で、叱

られた時のことを思い出すと、今でも震え上がるくらい厳しい先生でした。その一方で、「立てば芍薬、

座れば牡丹、歩く姿は百合の花」という言葉が似つかわしい、優美で気品あふれる女性で、私たち講習

生の密かな憧れでもありました。 

先生の講義が終わり、友人と話しながら帰る支度をしていた時のことです。詳細は覚えていませんが、

会話の中で、私が「かぶった」という言葉を発しました。すると近くにいた先生が「かぶった？」と言

いました。私はとっさに「しまった。叱られる！」と身構えたのですが、意外にも先生は笑顔でこう続

けました。「『かぶった』は美しくないわね。『重なった』を使うほうがいいわ。西尾(旧姓)さんは国語科

の教員になりたいのだから、どのような時でも言葉は選んで使いなさい。そのために、美しい言葉にた

くさん出会いなさい。それが貴女を構成するのだから。それが貴女になるのだから。」と。先生の話を

聞いて、衝撃が走りました。なぜなら、その時まで、言葉は自分の気持ちを伝えるツールでしかなく、

他者からどう映るのか、他者にどんな印象を与えるのか、まったく考えていなかったことを実感したか

らです。この時、初めて言葉の大切さに触れたような気がしました。 

 お恥ずかしながら、今でもなかなか美しい言葉を使うことができません。しかし、先生から頂いたこ

の言葉を胸に、言葉の本意を捉え、美しい言葉を使えるように、日々たくさんの言葉に鋭敏に付き合っ

ていきたいです。 

道 徳 の 窓

NO３４ 

 「水やりボランティア」が始動！ 

お
知
ら
せ 

◆運動会は、計画を変更して、実施する予定です。 

  期日は５月２８日（金）に変更し、保護者・地域の方の参観は無しとなる無観客で、内容を縮小した

形で実施する予定です。 

◆部活動保護者会は中止となりました。 

  明日、５月１５日（土）に予定をしていた「部活動保護者会」は、“人流を抑える”観点から、中止

としました。急な変更で申し訳ありません。 


